
お手長山古墳（深谷市）
　　　てながやま

　　正面がお手長山古墳で墳頂に天手長男（あめのたがなお）神社が鎮座し古墳名称の由来となっている



　　　　　　６世紀末を前後する年代の帆立貝式古墳で深谷市の指定文化財となっている

　　　　　　　はんざわぐんが

この地帯には有力古墳が集中し、７世紀後半以降には中宿・熊野遺跡をはじめとする律令期の重要遺跡群が分布することから、古代榛沢郡衙
（郡役所）は、古墳時代首長層の伝統的勢力基盤を継承した形で成立すると考えられるという



　右手から全景を見る/左手が後円部で、右手が前方部となる



古墳の周りには周溝が廻っていたという



　　左側を見る



　この辺りは墳丘が大分削られてしまっているが、横穴式石室が露出したところらしい



　　左側面を遠景から見る/左手が前方部で、右手が後円部となる/後円部の方が前方部よりも低く見える



　　近づいて見る



　　　　　　　後円部方向を見る



　　　　　　後円部斜面（法面）



　　　　　　　前方部方向を見る



　　　　　　前方部斜面（法面）



　　　前方部から後円部方向を見る



　　　前方部



　　前方部斜面と裾を見る/くびれ部の雰囲気が分かるかも



　　　　前方部の真後ろ/周溝は埋められてしまっている



本来の墳丘と現状との違いを見る/下の前方部から左手のくびれ部付近を見たのが上記の
写真/墳丘の削られてしまった所や周溝の埋まってしまっていることが理解できる



　　　　　さて、墳頂に登ってみる



　　前方部方向



　　　　　　天手長男神社社殿



　　　　社殿の後側/石祠もあった







　　後円部方向



　　後円部から見下ろす/前方は調査隊の第二クルーザー
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